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『昭和の家事』 
小泉 和子 著  河出書房新社 590 コ            

篠山市立中央図書館通信 Ｎｏ．１２２ ２０１５年 ４月２５日 発行 

 

マークデザイン 加藤昌男 

マークデザイン 加藤昌男  

「植物」 

はすごい! 

 「平成」になって、はや２７年。昭和もだいぶ

遠くなってしまいましたね。懐かしむ声がたく

さんあるのか、このごろ「昭和」をテーマにし

た本が多く出版されているように思います。試

しに当館の蔵書検索をすると･･･。「昭和の神

戸」「昭和時代」「昭和育ちのおいしい記憶」

「昭和がお手本衣食住」など、本当にたくさん

の本のタイトルが現れます。それらの本を読ん

で、昭和にタイムスリップしてみませんか。 

 第二次大戦後、生活様式がそれ以前とは大きく変わりました。

昔ながらの家事のやり方がわからなくなることを危惧した著者

は、彼女の母に家事をしてもらって撮る、という形で記録映画

を作りました。それを書籍化したのが本書です。 

 おはぎや漬物などは今でも家で作る、という家庭も多いと思

いますが、「着物を解
ほど

」き、「夏掛け布団をつくる」「掻巻
かいまき

を

つくる」となると･･･。それをやっていたのですから、昔の主婦

はいかに大変だったかということがわかります。 

 今は使い捨ての時代ですが、昭和初期は物を大切にしていま

した。この本を参考にしながら、あの頃の家事をやってみるの

もいいかもしれませんね。             （杉野） 

 

 

 

 



 この作品の著者は料理家で、ジビエ（狩猟によってとれる鳥や獣な

どのこと）の魅力やそれを用いた様々な料理、日本人と肉食の歴史、

害獣問題などについて語っています。 

 彼女は、フランスで食べたジビエ料理がおいしかったことがきっか

けでジビエに興味を持つようになったそうです。そして狩猟に立ち会

うようになり、仲間とともに狩猟がどのようなものかを知ってもらう

ワークショップを開催したり、過酷な狩猟トライアスロン（毎日罠を

しかけて皮なめしや食品として加工するという工程を数日にわたっ

て行うもの）に挑んだりします。その中で彼女は食べ物と命について

以前から疑問に思っていたことへの答えを見つけだします。     

彼女の見つけだした答えとは一体何だったのでしょうか。（片山） 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■篠山市立中央図書館（篠山市西吹 88-1） TEL 079-590-1301／FAX 079-594-5450 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://edu.city.sasayama.hyogo.jp/c-library/ 

 江戸文化が息づく町、金沢“主計
か ず え

町
まち

”で丌遇に育った芸妓“り

ん也”こと“凛”。道楽に明け暮れた父に仕込まれた笛に助けら

れ、笛の芸によって明るい未来を見いだします。 

 北陸新幹線開通に沸く金沢は、泉鏡花・徳田秋声・室生犀星な

どすぐれた文豪を排出し、石川県にゆかりのある作品集「石川近

代文学全集」、別巻含めて２０巻が編まれています。金沢を中心

とした文学作品がこれほどたくさん生まれた事実を鑑みると、文

学者を引き付ける特有の魅力がある町にちがいありません。 

 笛の競演の下りでは、音色を表現する困難を、現代の文豪が見

事に描き、力強い笛の音色が響いてくる錯覚に陥ります。 

 著者が金沢在住時代を回想した自伝的作品を含めた‘７０年代

の作品を所収した４部作です。        （小土井） 

『金沢あかり坂』            
 五木 寛之 著  文藝春秋社 BF イツ 

『料理家ハンターガール奮戦記 
ｼﾞﾋﾞｴの美味しさを知らないあなたへ』  

井口 和泉 著  朝日新聞出版  659 イ 
 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年度が始まり、はや１ヶ月が経とうとしています。中央図書館では人

事異動により、下記のとおり職員が交代しましたので紹介させていただきます。      

転任された方々には、長年お世話になり厚くお礼申し上げますとともに、着任

した者は、1 日も早く慣れ、皆さまにご迷惑をかけないように頑張りますので、

今後ともよろしくお願い申し上げます。 

職員一同、地域に密着した図書館サービスに取り組んでまいりたいと考えてお

りますので、ぜひ、図書館に足をお運び下さい。 

○図書館職員の異動  着任：館長・赤井毅彦、係長・井関ゆかり、司書・澁谷育江 

           転任：館長・赤松一也、係長・徳田実穂、 司書・西山香織 

                              館長 赤井 毅彦 

「借りていたが、随分期間が経って返すのを忘れていた」「なんだか時

間に追われ、いつの間にやら返さずに今に至っている」…。なんていう方

はいらっしゃいませんか？ 

でも、返ってきていないその本を予約されている方や、読みたい方がい

らっしゃるのです。返却期限は必ず守っていただき、皆さまが気持ちよく

ご利用いただけるよう、ご協力をお願いします。また、返却期限が過ぎて

いる場合、図書館から電話やハガキでの督促をさせていただくことがあり

ます。併せて、ご理解とご協力をお願いいたします。 

図書館の資料は、市民の皆さま方の大切な財産です。 

図書館資料の返却忘れは 
ございませんか？ 

モバイル版蔵書検索システム 

「蔵書点検」が始まります（５月１２日～２１日） 

年に１回の図書館の棚卸し作業「蔵書点検」が始まります。この間、図

書館は休館させていただき、本来、あるべき場所にその本があるかどうか

しっかりと点検を行っていきます。ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解

をお願いいたします。そして、「蔵書点検」前に返却期限がきている場合

は、ご返却いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

■篠山市民センター図書コーナー（篠山市黒岡 191） TEL 079-552-0394 

 開館時間 10：00～18：00（日曜日は 17：00まで） 

 ※職員は 12：00～15：00（土・日曜日は 13：00～15：00）の間、駐在 



『イレイザー」 
1996 年・アメリカ 115 分・吹替 

■監督 チャールズ  ラッセル 

■出演 アーノルド  シュワルツェネッガー ほか 

■日時 5 月 22 日(金)・23 日(土) 

※時間はいずれも 1４:００～１５：55 

■場所 中央図書館 視聴覚ホール 

 

 

 

  

   

  

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 
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入場無料 

申し込み不要 

休館日 

 

休館日 

 

  

 

休館日 

 

 

 

        ３１ 読書スペース 
開放（市民） 

蔵    書    点    検     ５/１2 （火）  ～  ５/２1 （木） 

蔵      書     点     検 映画上映会 映画上映会 

図書コーナー 
   休館日 

図書コーナー 
   休館日 

図書コーナー 
   休館日 

休館日 

 

図書コーナー 
   休館日 

祥雲書の会 書道展 
5/22 （金） ～ 6/5 （金） 

 

 


